
ヤングケアラーとは、豊田市では一般的に本来、大人が担
うと想定されている家事や家族の世話など日常的に行っ
ていることで、負担を抱え子どもの権利が侵害されてい
る18歳未満の子どもとして捉えています。
病気や障がいのある家族や幼いきょうだいの世話をする
ことで、勉強や宿題をする時間が取れない、自分の時間や
友達と遊ぶ時間が取れないという状況は、子どもにとっ
て大切な権利が保障されているとは言えない状況です。
※子どもの権利とは、生まれながらに認められ、人として
生きていくため
に、社会が保障
しなくてはなら
ないものです。
豊田市子ども条
例で定めていま
す。

制作：豊田市こども・若者部 こども・若者政策課
発行年月日：令和6年（2024年）3月

メールでの相談は
こちらから

kowaka@city.toyota.aichi.jp

豊田市子ども条例啓発動画は

こちらから見られます。

とよた どうがけいはつじょうれいし こ

み

●高齢者の介護、福祉などに関する総合相談
各中学校区の地域包括支援センター、連絡先は市HP
か高齢福祉課（☎0565-34-6984）

●18歳未満の子育ての悩み、負担や虐待に関する相談

●こども園の入園等に関する相談

●不登校、いじめ、発達などに関する相談

●若者の社会参加や自立に向けた相談

地域包括支援センターHP











学校やPTA、地域団体向けに“子育てに関する相談や情報の意見交
換、家庭教育に関する知識を学ぶ機会”を提供する事業です。講師や
ファシリテーターの謝礼を市が負担します。家庭や仕事、子育てに追
われる保護者の皆さんが、思いを吐き出しあって「また子どもと向き
合おう」と思える場を作りたいと考えています。

子ども会議は、豊田市子
ども条例に基づき、まちづ
くりについて子どもの意
見を聴くために設置され
ています。小学５年生～高
校３年生の子ども委員が、
テーマについて体験活動や話し合いを行い、“自分たちにできること”
についての提案をします。
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